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1 研究の概要
感性語 (印象語)をもちいたメディア検索の研究では，

「画像のみ」や「音楽のみ」のように単一のメディアに
限定したものが多い [2][3]．
これに対し，本研究では図 1に示すように「画像」や

「音楽」などに着目している．

図 1: メディア間の相互関係

図中に示した「感性語と画像」，「感性語と音楽」と
いった関係は従来の研究でも見られる．しかし，この
2者を同時に扱うことによって，「画像と音楽」という
新しい相互関係が生まれる．なぜならば，両者でもち
いられる感性語が「共通語」としての役割を果たすか
らである．これは，例えば「暖かい」印象を持った画
像をキーとして検索すれば「暖かい」印象を持った音
楽が手に入ることを意味する．

2 研究の手順
図 2に研究の手順を示す．
まず最初に，共通語になりうる感性語の選定を行う．

画像と音楽でもちいる感性語は共通している必要があ
るので，一方のメディアに特化した感性語は選定でき
ない．例えば「硬い」という語の場合，「硬い」印象を
もった画像は考えられる (岩や氷など)が，「硬い」印象
をもった音楽は考えられないので，選定の対象から外
れる．
次に，選定した感性語を実際に画像や音楽に対応させ

る．これにより，画像と音楽の相互検索が可能となる．
なお，現段階では図 2のグレーで示した部分に着手

中である．以降はこの議論を対象とする．
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図 2: 研究の手順

3 感性語と画像の対応付け
以下の手順で，個々の感性語について対応付けを行う．

1. 相反する意味をもつ感性語同士を対にする (例：暖
かい，冷たい)．

2. 用意した感性語対に対して SD法∗を適用し，大量
の画像 (100～200枚程度)に対して人間が 5段階
で「感性値」を付与する (例：暖かい=5，やや暖
かい=4，普通=3，やや冷たい=2，冷たい=1)．

3. 各画像に対して人間が付与した「感性値」を外的
基準，各画像の特徴を数値化して得られる「特徴
量」(後述)を説明変数として重回帰分析を行う．

この手順により求めた回帰式をもちいれば，人間が
評価を行っていない画像についても感性値を機械的に
計算することができるので，感性語と画像の対応付け
がなされたこととなる．

3.1 感性語対

現段階では以下の 4本の対を用意している．なお，括
弧内の数値は 5段階評価における感性値である．

・暖かい (5)，冷たい (1)
・明るい (5)，暗い (1)
・にぎやか (5)，静か (1)
・強い (5)，弱い (1)

3.2 特徴量の計算

画像が有する「位置」と「色」と「模様」といった
特徴量を数値化して表現する．その際に画像サイズの
正規化を行い，160×120画素のサイズに統一．特徴量
の説明を図 3に示す．

∗Semantic Differential Method．相反する意味を持つ形容詞対
を複数本用意し，n段階評価 (nは 1以上の整数)を行うことにより
対象の心理評価を行う手法．
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図 3: 特徴量の説明図

位置
画像全体を上部中央，上部外側，下部中央，下部
外側の 4領域 (80×60画素)に分割する．これらの
4領域に対して，以下の 2種類の特徴量を求める．

色
図 3右上に示すように，サンプル数を 48とした
色相 (Hue) を a～f の 6 領域に分割する．分割に
あたってはヨハネス・イッテンの色相環を参考に
した．これを利用して 80×60の全画素の色相値を
調べ，おのおのが a～fのどれにあたるかを調べた
ヒストグラム (6次元)を色の特徴量とする．ただ
し，該当画素をヒストグラムに加算する際の値は
常に 1ではなく，

√
s×

√
vで求められる値である．

なお，sは該当画素の鮮度 (Satulation)，vは明度
(Value)である．

模様
DCT(離散コサイン変換)を利用する．図 3に示す
ようにDCTのブロックサイズは 20×20画素とし，
これをA～Hの 8領域に分割する．ここで 80×60
画素内のすべてのブロックについてDCTを行い，
それぞれの領域に含まれる DCT係数の絶対値の
平均 (8次元)を模様の特徴量とする．

以上により 1枚の画像から 4領域× (色 6+模様 8) =
56次元の特徴量が算出される．これを重回帰分析にお
ける説明変数とする．

4 実験
以下に示す条件で評価実験を行った．

感性語対 暖かい (5)，冷たい (1)

感性値付与対象画像 風景写真サイトより 172枚

感性値付与者 学生 3人

評価対象画像 感性値付与対象とは異なる画像 20枚

重回帰分析により得られた回帰式の寄与率R2は 0.75
であった．この回帰式による感性値の計算結果 (20枚

図 4: 回帰式による感性値の計算結果

中 9枚)を図 4に示す．感性値が 5に近ければ暖かく，
1に近ければ冷たいことを意味する．
結果の妥当性を確かめるため，感性値付与者である学

生 3人がこれらの画像についても感性評価を行った．そ
の平均値は (a)=5.00，(b)=4.00，(c)=1.00，(d)=1.67，
(e)=3.00，(f)=4.00，(g)=2.67，(h)=3.67，(i)=2.00で
あった．計算値との差が 1以上みられる (g)と (i)が典型
的な失敗例であるが，その他はおおむね成功している．

5 おわりに
現状では画像を与え，その画像が有する感性語の推

定を実現した．しかし，その精度においてはまだ改善
の余地がある．今後の課題は，対応する感性語対の充
実と，感性語と音楽の対応付けの実現である．
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